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1950年代初期日本における道徳教育の地域的展開
：教育史演習授業使用史料の検討から
梶井　一暁
　昭和戦後期という現代日本への移行期において，道徳教育はどのような地域的展開をみた
のか。本稿は，教育史研究の一環として，鳴門市の小学校教師が試みた道徳教育の研究と実
践に関する一事例を検討し，その時代的・地域的特色を考察するものである。学校所蔵史料
の調査と関係者への聞き取りにより，①教師による「教育即道徳教育」という理念の探求，
②教師が「教育」を狭く学校や授業の範囲で捉えない新たな観点を獲得していく模索，③そ
して自らの道徳教育の実践を地域や住民を含み込む活動へと開け広げていく到達，という教
師による試行と展開の過程が，1958年の「道徳の時間」特設以前にあったことを明らかに
した。
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はじめに
　教育学において歴史研究を方法とする領域が教育
史研究である。たとえば，教育史研究の位置につい
て，そういうことができる。教育史研究は歴史の角
度から教育を考察する。そこでは過去を直接の検討
対象とするが，過去は現在とまったく分断されたも
のではないから，単純に過去をみるだけにはとどま
らない。過去をみるとき，その過去は，結果として
の過去であるだけでなく，過程としての過去でもあ
る。過程としての過去への視角は，歴史研究を，過
去に何があったのかを明らかにする作業とほぼ同時
に，過去に何があり，それはどう変わり，あるいは
変わらなかったのかを明らかにする作業とさせる。
過去と現在は，連続であれ，非連続であれ，蓄積と
影響の関係にあるものであるから，過去に関する知
見は，現在を説明する手がかりを与えるに違いない。
その手がかりを強調して述べるか，控えめに述べる
かは，研究を進める者の個々で異なる態度であろう
が，過程の学としての歴史研究が対象とする過去は，
現在と地続きの側面を有するはずである。教育学に
おける歴史研究としての教育史研究は，一般歴史学
や，他の学問における歴史研究と比し，あるいはこ
の側面を意識するところが強いかもしれない。教育
学はその成立の背景に近代学校教育の発達を有し，
現在に進む学校や教師を主題に含む。教育学の一領
域としての教育史研究は，この側面をより意識せざ
るをえない領域としての確立の経緯をもっていると
もいえる。
　大学や大学院での教育史の授業において，教師を
めざす者や教職に関心をもつ者に対し，上述のよう
な歴史の角度から教育を考察することの意味を論じ
るとともに，とくに大学院（修士課程）の演習授業
では，史料演習を行い，教育史研究の実践の予備的
機会としている。演習で取り上げる史料は主に地域
に伝存するものとしており，受講者とともに史料調
査を行う。地元の小学校や役場に出かけ，所蔵され
る文書を調査することもあるし，個人から寄託され
た文書を調査することもある。筆子塚（師匠墓）や
学校建築などの歴史遺物を調査することもある。
　受講者は一次史料に接する。授業で扱う史料が当
年度，はじめて調査を行うものであり，目録のない
未整理史料であるなら，目録作成からはじめる。前
年度までに収集が終わり，目録が作成されている史
料を，当年度も引き続き扱う場合は，その目録に誤
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りがないかを確認する。そして，受講者は史料のな
かから自身の関心と重なる１点，あるいは関連する
複数点を選び，内容を判読し，翻刻し，考察を加え，
発表を行う。もとより演習授業のなかでの限られた
作業にすぎないが，一次史料を通じて教育の過去を
知り，その理解をふまえて現在を把握する仕方を実
践する。
　史料演習では，収集した史料のうち，近代文書を
扱うことが多い。それは実際的には，受講者のほと
んどが古文書の崩し字解読の訓練を受けていない者
であることが多い事情を考慮するためのものである
が，受講者が向ける関心は学校，教師，授業，教授
内容・方法などに対することが多く，この点もふま
えて近代文書を選ぶことにもなる１）。
　本稿では，以上に述べるごとく，これまで教育史
の史料演習の教材として調査・収集してきた史料の
一部を用い，ここではとくに問題関心を道徳教育に
向け，その地域的展開に関する若干の考察を加える
こととしたい。
１．地域の道徳教育実践史に関する事例研究の試み
⑴　里浦小学校
　現代日本への移行期ともいうべき昭和戦後期，地
域で教育実践に取り組む小学校や教師において，道
徳教育はどのようにその方向が模索され，どのよう
に実践課題が把捉されていったのか。本稿は，とく
に1950年代初期におけるその様相をとらえ，地域
の道徳教育実践史に関する事例研究を試みるもので
ある。
　事例とするのは，徳島県鳴門市の里浦小学校であ
る。同校が所蔵する史料について，これまでに大学
院の教育史演習授業の一環で調査を行った。明治期
から昭和期までの史料を中心として都合82点を調
査した２）。この調査資料を用い，以下の考察を進め
る。
　現在の里浦小学校は鳴門市里浦町に位置し，基本
的にこの町域を学区とする公立校である。鳴門市の
発足は1947（昭和22）年である。板野郡の撫養町，
鳴門町，瀬戸町，里浦村の３町１村合併で市制を施
行したものである３）。その後，大津村，北灘村，大
麻町（旧堀江町・板東町）を編入し，現行の市制は
里浦町を含む７町で敷かれる。
　現在，里浦町には小学校は里浦小学校１校がある
のみであるが，1968（昭和43）年３月までは，里
浦小学校と里浦南小学校の２校があった。同年４月，
両校は統合し，里浦小学校と称し，現里浦小学校に
いたるのであるが，本稿で扱うのは統合前の里浦小
学校にあたる。
　里浦町（旧里浦村）は鳴門市の南東部に位置する。
主に農業地域であり，とくに砂地畑で生産される甘
藷は，鳴門金時としてよく知られる。また，内海に
面し，漁業も盛んであり，主にわかめ養殖が行われ，
鳴門わかめとして出荷される。
　1955（昭和30）年当時で，里浦町の世帯数は
916，人口は4,995（男2,441，女2,554）であった４）。
同年度の里浦小学校と里浦南小学校の児童数と学級
数は，前者で学級数14，児童数520（男244，女
276），後者で学級数7，児童数223（男111，女112）
であった。両校統合まで，学級数と児童数は，里浦
小学校が里浦南小学校よりも多かった５）。
⑵ 　里浦小学校における道徳教育研究の取り組み：
道徳教育の方向の模索のなかで
　里浦小学校は1953（昭和28）年度から翌1954（昭
和29）年度にかけて，鳴門市教育委員会と徳島県
教育会から研究指定を受け，道徳教育研究校として
取り組みを行った。そして1955（昭和30）年２月，
研究発表会を開催し，成果と課題を報告した６）。そ
の内容は里浦小学校編『本校道徳教育の歩み』（1955
年）としてまとめられた７）。
　里浦小学校が進めたこの取り組みにおいて興味深
いことのひとつは，その時期が，戦後日本の道徳教
育の方向の策定をめぐり，いわば全面主義道徳教育
と特設主義道徳教育という両主張の綱引きが顕著に
なりはじめるころにあたる点である。
　すなわち，1951（昭和26）年２月，文部省は「道
徳教育振興方策について」を発表し，「民主的社会
における望ましい道徳的態度の育成は，これまでの
ように徳目の観念的理解にとどまったり，徳目の盲
目的実行に走ることを排して，学校教育のあらゆる
機会をとらえ，即ち各教科および特別教育活動の指
導を，周到な全体計画のもとに正しく活用し，批判
力と実践力に富んだ自主的，自律的人間の形成を目
ざすことによって，はじめて期待され得るであろう」
と述べ，「学校教育のあらゆる機会」をとらえた道
徳教育の振興を展望した８）。
　また，文部省は同年４月，「児童・生徒が道徳的
に成長するためにはどんな指導が必要であるか」と
いう副題をもつ「道徳教育のための手引書要綱」を
作成・通達し，「道徳教育は，学校教育の全面におい
ておこなうのが適当である」とする指針を示した９）。
それは「いうまでもなく，学校教育のあらゆる部面
において，道徳に関する内容を直接とりあげ，また
強調しているということを意味してはいけない。す
なわち，ところを選ばず無計画に道徳教育をおこな
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うことを意味しているのではない。社会科をはじめ
とする各教科の学習や特別教育活動が，それぞれど
のような意味でまたどのような面で道徳教育に寄与
することができるかを明らかにすることがたいせつ
である。学校教育の種々の部面の指導が，たがいに
よく連絡をとりながらそれぞれその特性をじゅうぶ
んに発揮して，各自の目標を達成することにより，
はじめて児童生徒の円満な人格を育成することがで
きると考えられるが，そのような人格を形成するこ
とが，実は道徳教育の目的であるといってよいので
ある」と述べ，道徳教育は学校教育の「全面」にお
いて行うのが適当であるとする指針を示した。「全
面」，つまり学校の教育活動全体を通じて道徳教育
は実現するものであり，諸教科目および他の諸活動
の有機的な結びつきのなかでこそ，その目的は達成
するという立場である。道徳教育のための特別の教
科目や時間を定め，そこで集約的に行うべきことを
強調する立場ではない。
　しかし，如上の道徳教育の全面主義に対し，道徳
教育の徹底を要望する声が次第に強まりつつもあっ
た。学校の教育活動全体を通じて行うやり方が，実
践の計画性と具体性を担保させにくく，子どもへの
指導や働きかけも拡散しがちとなるなど，しばしば
批判された。この問題を重要視し，道徳教育の徹底
を期そうとする論調の延長上に，1958（昭和33）
年の「道徳の時間」の特設はあった10）。道徳教育の
全面主義から特設主義への転換である。
　このように，戦後日本において道徳教育のあり方
の模索がつづくなか，里浦小学校の教師はどのよう
に課題を認識し，どのような実践の方向を見出して
いったのか。学校の教育活動全体を通じて行う道徳
教育の方向か，時間を特設するなかで行う道徳教育
の方向か，あるいは別の実践の方向か。以下，この
点について，里浦小学校所蔵史料中の『本校道徳教
育の歩み』を主史料として検討する。上述のように，
本史料は同校が研究指定を受け，道徳教育に関して
取り組んだ内容をまとめた報告書である11）。
２ ．「学校における道徳教育はいかにあるべきか」
の探究：「教育即道徳教育」の理念へ
　研究指定を受けた1953（昭和28）年当時，32歳
の青年教師として里浦小学校に奉職し，道徳教育研
究に取り組んだ細川龍繁氏は，「まずわたしたちが
議論し，取り組んだのは，学校において道徳教育は
いかにあるべきかについてであった。学外から著名
な講師を招くなどして理論研究にも熱心だった」と，
当時を振り返る12）。細川氏は『本校道徳教育の歩み』
をまとめた「研究同人」15人のうちのひとりであっ
た。「試行錯誤」を繰り返し13），細川氏が顧みる「学
校において道徳教育はいかにあるべきか」を探究す
る里浦小学校教師が立った地平は，全面主義道徳教
育か特設主義道徳教育か，どちらかでいえば，前者
であった。
　細川氏も編さんに尽力した『本校道徳教育の歩み』
の伝えるところ，彼らは，まず，自身の「道徳」理
解について，つぎのように述べている14）。
　　 われわれは，ここに，道徳とは「人と人との関
連を，調和的に解決していくためにはどのよう
にすればよいかという心的傾向とか態度行動様
式」と解したい。道徳は単なる抽象的な理想と
か概念として捉えたくない。
　そして，この理解にもとづき，「教育の目的と道
徳教育」の関係を探っていく。そのなかで里浦小学
校教師の探し着いた基本理念が「教育即道徳教育」
であった。彼らはこの「教育即道徳教育」の考え方
を，「広義の道徳教育」と「狭義の道徳教育」とい
う構造理解のなかで表明しようと試みる15）。
　「広義の道徳教育」について，「教育即道徳教育で
あるならばそして品性陶冶（人格の完成）の目的を，
はっきりと掲げ，その目的実現のために教科並に教
科以外の活動が組織されているのであるならば，何
も特別に道徳教育の振興を叫ばなくてもよい筈であ
る。ひたすら教育の徹底を期するよう，言いかえれ
ば，それぞれの教科の教育や教科外の指導が，その
効果をあげて，その根本目的とする所を，実現する
ように努力すればそれでよいわけである」と述べ，
「然るになぜその振興が殊更に声を大にして叫ばれ
ているのであろうか」と問う。彼らは「教育」の徹
底を期すことの意義は強調しても，道徳教育のため
の特別な機会を設定して「道徳教育」の徹底を期す
ことの意義に対しては，むしろ疑問視している。彼
らが強く関心を差し向けるのは，自身のなす「教育」
そのものであり，別仕立ての「道徳教育」ではない。
「教育即道徳教育」の基本理念に立ち，「教育」をま
なざそうとするこの立場は，教育計画の設計態度に
おいても明確であり，「本校道徳教育計画」の「立案
の基本的態度」には，つぎのように記されている16）。
　　 道徳教育計画が学校全体教育計画の外にあった
り，また，それに付け加えるといった態度はと
りたくない。どこまでも学校全体計画の中に
しっとりと原理的にも方法的にも浸透して見え
ない姿，すなわち道徳くさくない教育計画を念
願している。
　「道徳くさくない教育計画」という表現は，彼ら
が踏みだそうとする実践の角度をよく示している。
梶井　一暁
− 14 −
彼らは説明を続ける。「道徳くさくない教育計画」
の実現のための「筋金」となるのが「狭義の道徳教
育」であるという17）。
　　 　狭義の道徳教育の内容の究明―これこそ道徳
教育の生命とする所である。（即ち第二次分析
の道徳教育の内容を究明する）。そこで各教科
のねらいを児童の学習活動を通じて効果的にみ
たさせるのに，狭義の道徳教育は，どのように
寄与するかを明らかにすることに，教育即道徳
教育という広義の立場に立ちながら狭義の道徳
教育を重視する方略があると考える。
　　 　これは，児童の学習活動（教科と教科外）に
狭義の道徳の筋金を入れることである。この筋
金を入れることによって，児童は，日々により
高次な道徳活動を展開し，教育の目的を，日に
増し体現していくになるわけである。
　「教育即道徳教育」の理念において，「広義の道徳
教育」と「狭義の道徳教育」は対立するものではな
いと考えられている。実際，『本校道徳教育の歩み』
は，全293ページのうち，約230ページを，「児童の
学習活動」すなわち「教科と教科外」の活動と道徳
教育との関連づけについての展望や課題18），その関
連づけのための具体的方策，実践例の提出などに割
いている。「広義の道徳教育」を実現するための重
要な「方略」であり，「筋金」たる「狭義の道徳教育」
に関する研究成果を相当程度積極的に盛り込んだ報
告書となっている。これらの報告内容に対する個別
の分析は他日の機会に譲るとして，ここではつぎの
点を確認しておきたい。
　すなわち，里浦小学校教師における「学校におい
て道徳教育はいかにあるべきか」の探究は，道徳教
育のための特別の機会や場（道徳授業など）を設定
し，その特設の機会や場でどのような内容を，どの
ような方法で行うか，を考えるという方向に向かう
のではなかった。「教育即道徳教育」を主題化する
彼らの態度は，その表現を借りるならば，「道徳く
さくない」教育実践をめざすものであった。あくま
でもめざすのは，子どもの学習活動全体であった。
その活動全体のなかに，いかに当たり前のごとく，
道徳教育の要素や機能を滲み込ませうるかを志向す
る態度に貫かれるものであった，と把握される。
３．地域との連携への展開
　『本校道徳教育の歩み』の記すところ，研究指定
１年目の「昭和二十八年度」は「試行錯誤時代」で
あった。「道徳教育の背景となり基盤となるわが国
道徳教育がどんな方向にどうあるべきか。また，与
えられた研究課題そのものについて我々の意識をど
う整理すべきか。ただ考え，読み，参観すると言っ
たことに終始した」と振り返られている19）。
　この「試行錯誤時代」，道徳教育の目的論や方法
論に研究関心が向きやすく，やや議論が理論的な視
座に傾きがちな状況があった。その状況に新たな展
開をもたらしたのは，ある青年教師の発言であった
と，「研究同人」のひとりでもあった前述の細川氏
は回顧する。それは「里浦地域に子ども会をつくろ
う」という趣旨の提案であった。研究指定１年目も
終盤が近づくころ，ある職員会議においてのことで
あったという。
　すでに言及したように，「教育即道徳教育」の理
念のもと，全面主義道徳教育を志向する里浦小学校
教師の模索があった。彼らは，道徳教育の目標をい
かに設定し，子どもを取り巻く生活課題をどのよう
に教科内外の学習活動のなかにテーマ化し，また子
どもの発達に応じた学習をどのように組織したらよ
いかなど，校内研修を重ね，理論研究を深めた。そ
の彼らのなかに，果たして理論研究をどれだけ進め
て，子どもの現実を変えることができるのだろうか，
という問い直しの思い，ないしは不安に近い思いが
生起しつつあったという。
　このころ，戦後の地域社会の混乱期という背景の
なか，里浦地域に生きる子どもにおいても，言葉使
い，野荒らし，ごみ投棄，衛生など，生活習慣やモ
ラルに対する認識の発達が，放置できない課題と
なっていたのであった。理論を精緻化し，それにも
とづいて学習や活動を組織しても，現実問題として，
どうにも手にあまる子どもたちをまえに，教師たち
のなかには「理論だけではなく，何かしなくてはい
けないという空気が充満していた」と，細川氏は語
る。「ただ考え，読み，参観すると言ったことに終
始した」という反省とも重なる実感である20）。理論
と現実のはざまに苦悩する里浦小学校教師にあっ
て，「子ども会」の発案は，その視野を広げさせる
ものであったにちがいない。細川氏も実践者のひと
りであったわけであるが，ここに「教師が親と一緒
に子どもの生活を変えていく」試みがはじまった。
この試みが里浦小学校教師の考える道徳教育のなか
で大きな重みをもったことは，彼らが「道徳教育の
場と構造」を説明するなかで，図のように，「校外
生活」を「学校生活」と並ぶ二本柱たる位置に立て，
両輪的関係を明示しているところから，よく理解さ
れるであろう21）。「教育」の問題を，学校内で完結
する学校問題ではなく，学校外と連絡する社会問題
として，気づき直していくのである。
　さて，徳島県内における子ども会結成の先例はな
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かったわけではないようである。里浦小学校の教師
の報告によると，２～３例あったようであるが，と
はいえ，当時それは，教師においてはもとより，住
民においてはなお新しい活動であったから，子ども
会に対する理解の共有は容易でなかった。三橋校長
以下，15人の教師が，里浦地域を15区にわけた各
区に，ひとりずつ出かけ，保護者と子どもに子ども
会結成の趣旨を説明して回った。保護者のなかには
「子どもは遊ばせるより，勉強をさせなければなら
ない」と反対する者もあったという22）。また，細川
氏の話によれば，保護者の協力を得るための話しあ
いは深夜に及ぶこともしばしばであり，15人の教
師は「言葉や文句ではなく，実践で」という姿勢で
これに臨み切り，次第に保護者の理解と承認を取り
つけていった。
　子ども会の活動は『里浦教育百年史』に簡略な記
述がある23）。子ども会の活動の内容や意義について
は，稿を改めて論じたいと考えている。ここでは，
細川氏も記すごとく，「道徳教育の研究指定を三年
間受けて実践していく過程の中で，学校教育を実り
豊かなものにするには，学校と地域社会との連携を
密にすることが大切と考え」るにいたった，里浦小
学校教師の経験の意味を押さえておきたい24）。
　彼らの経験は，戦後日本の道徳教育の行方をめぐ
り，全面主義道徳教育の方向と特設主義道徳教育の
方向がせめぎあっていた時期になされた。すでに述
べてきたように，里浦小学校教師の理念とする「教
育即道徳教育」は，全面主義の方向と重なるもので
あった。この方向での理論研究が行き詰まったとき，
彼らはどのような選択をとりえたか。たとえば，道
徳授業重視の特設主義道徳教育への転向もありえた
かもしれない。学校の教育活動全体を通じて行うや
り方は効果的でないのだと，その方針を修正するこ
ともありえたかもしれない。しかし，「学校におい
て道徳教育はいかにあるべきか」を問う彼らのなか
で着想された「学校」という枠を越え出る「教育」
への気づきが，単純な全面主義道徳教育か特設主義
道徳教育か，という択一的な状況を抜け出させた。
　「学校において道徳教育はいかにあるべきか」。里
浦小学校教師は問い，議論を重ねた。「教育即道徳
教育」の理念を求め，実践を模索した彼らは，その
探求的過程を経て，教科や授業の枠，さらには学校
の枠を払い越え，地域のなかの学校という視角から，
道徳教育のあり方を捉える立場を得るにいたった。
図　「道徳教育の場と構造」
（『本校道徳教育の歩み』1955，pp.47-48から作成）
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1950年代初期，里浦小学校教師が踏んだその経験は，
21世紀初頭，われわれの取り組みが進みゆこうと
する位置を知り定めるにあたり，示唆するところが
少なくないように思われる。
おわりに
　変遷する教育状況を把捉することは容易でない。
しかし，現在の教育状況が過去のそれの蓄積のうえ
に生成しているとすれば，過去を理解しようとする
態度は，現在をより精確に理解しようとする態度に
通じる。
　その歴史的な理解の仕方のため，史料が欠かせな
い。過去を実証する歴史研究において，史料は文字
（written）史料でも，視覚（visual）史料でも，音
声（spoken）史料でも，完璧なものはない。ロイ・
ロウがそう指摘するように，いかなる史料も部分的
（partial）なものにすぎない25）。この自覚のうえ，
可能なかぎりで一次史料を発掘し，整理・検討し，
研究上の価値を与えるのは，教育史研究を実践する
者の基本的な態度といえるであろう。
　今後も教師をめざし，教職に関心をもつ者に対す
る史料演習の機会を維持しようと考えるものである
が，その作業が史料の保存の一助となることも願う
ところである。これまでに，廃校となった校舎の取
り壊しに際し，その小学校に保管される文書を急ぎ
収集したことがある。文書廃棄のきわにあった。学
校の統廃合が進む現況を考えると，学校所蔵史料の
散逸や処分が懸念される。この点からも調査を進展
させたいと思っている。
　また，戦時を含む1930-50年代の昭和前期の教育
体験を語り，生きられた歴史としてそれをわれわれ
に声で伝えてくださる方を失いつつあることも実感
する。当時の教育現場で教師は何と対峙し，子ども
の何をみていたのか。実践者の目線と営為の実際が
うずもれつつある。
　歴史研究を進め，教育をめぐる過去と現在を接ぐ
作業の一端を果たしたい。
註
１）近代文書を扱うことが多いが，筆子塚（師匠墓）
のほか，社寺が所蔵する近世文書や古書籍を調査
することもある。
２）同校での史料の調査・収集自体は2004（平成
16）年に行ったものであるが，最近では2014（平
成26）年の授業でも用いている。現在，里浦小
学校所蔵史料は鳴門教育大学に寄託されている。
３）合併・発足当初は鳴南市（1947年３月）と称
したが，まもなく鳴門市（同年５月）と改称した。
旧里浦村は1889（明治22）年に里浦村と粟津浦
村が合併して成立した。元の村名は大字に残り，
大字里浦と大字粟津から現在の里浦町は成る。
４）1955（昭和30）年の鳴門市合計の世帯数は
10,159，人口は48,111（男23,268，女24,843）であっ
た。鳴門市史編纂委員会編『鳴門市史』現代編１，
鳴門市，1999年，p.627, p.639。なお，現在の里浦
町の世帯数は1,489，人口は3,747（男1,784，女
1,963），市合計の世帯数は26,436，人口は60,324（男
28,808，女31,516）である。「鳴門市世帯数・人口
月報」（2014年11月30日現在）による（http://
www.city.naruto.tokushima.jp/contents/jinkou/）。
５）現在の里浦小学校に旧里浦小学校の『沿革史』
と旧里浦南小学校の『学校沿革史』が所蔵される。
児童数と学級数は，両沿革史中の記述による。両
校の児童数と学級数は下記にも転載されている。
鳴門市里浦小学校創立百周年統合十周年記念事業
協賛会百年史編集部編『里浦教育百年史』鳴門市
里浦小学校創立百周年統合十周年記念事業協賛
会，1980年，p.13。なお，両校の創立は，1878（明
治11）年開校の板野郡弁財天村弁天小学校の分
校とその分教場に求められ，1978（昭和53）年
には里浦小学校は創立100周年と統合10周年を記
念する式典を挙行している。
６）『里浦教育百年史』p.12，p.37。なお，この道
徳教育研究の遂行に際し，当時の鳴門市教育委員
会学校教育課長であった森英男氏の指導があった
と記されているが，詳細は不明である。
７）鳴門市里浦小学校編『本校道徳教育の歩み』鳴
門市里浦小学校（鳴門市教育委員会・徳島県教育
会指定），1955年。本書は「まえがき」と「道徳
と道徳教育」「道徳の内容」「幸福と欲求」「道徳
意識―道徳性」「しつけに対する考え方」「本校道
徳教育計画」「基礎調査」の７章から構成される
全293ページの印刷物である。寸法は縦24.5cm，
横17.0cm，厚1.5cmである。印刷所は大気堂印
刷（徳島市）である。
８）文部省調査普及局編 『文部時報』883，帝国地
方行政学会，1951年，pp.30-33。この方策は教育
課程審議会（会長・石三次郎）が１月４日に文部
大臣・天野貞祐に提出した「道徳教育振興に関す
る答申」をふまえたものである。この答申は「第
一　一般方策」の冒頭で「道徳教育は，学校教育
全体の責任である」と述べ，基本方針を明確に示
している。そして，「道徳教育振興の方法として，
道徳教育を主体とする教科あるいは科目を設ける
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ことは望ましくない。道徳教育の方法は，児童，
生徒に一定の教説を上から与えて行くやり方より
は，むしろそれを児童，生徒に自ら考えさせ，実
践の過程において体得させて行くやり方をとるべ
きである」と述べ，児童・生徒が特定教科で「上」
からの「教説」を受け取る状況を回避し，児童・
生徒が自ら考え，「体得」していく「実践の過程」
の形成を重視する見方を示している。そして，「第
二　教育計画並びに指導上の方策」で「児童，生
徒の学校生活全体にわたって，不断に道徳的指導
がなされるようにしなければならない」と結んで
いる。
９）本手引書要綱の第１部「総説」と第２部「小学
校の道徳教育」は同年４月に通達され，第３部「中
学校・高等学校の道徳教育」は同年５月に通達さ
れた。文部省調査普及局編『文部時報』886（別
冊付録），帝国地方行政学会，1951年，p.6。
10）「道徳の時間」の特設を含む戦後日本の道徳教
育に関する動向や議論についての分析は，下記の
研究などが参照される。これらの先行研究によっ
て示される1950年代の道徳教育をめぐる国の施
策，教育者や識者らによる論争など，全国的動向
をふまえつつ，本稿で筆者が光をあてたいのは，
地方の一学校現場で実践に従事する教師らの営為
である。道徳教育政策史や道徳教育論争史に対し，
本稿を道徳教育実践史の事例研究として位置づ
け，考察を行うものである。船山謙次『戦後道徳
教育論史』（上），青木書店，1981年。松下行則「戦
後『特設』道徳論の浮上：1950年後半-1951年前半」
『福島大学教育学部論集』53，1993年。松下行則「『修
身科』復活＝教科特設をめぐる相克：1950年教
育課程審議会での論争を中心に」『教育学研究』
62-2，1995年。押谷由夫『「道徳の時間」成立過
程に関する研究：道徳教育の新たな展開』東洋館
出版社，2001年。押谷由夫「『道徳の時間』特設
批判論の再検討（上）」『学苑』743，2002年。押
谷由夫「『道徳の時間』特設批判論の再検討（下）」
『学苑』765，2004年。奥平康照「1950年代後半
の日本における道徳教育論とその転換」『和光大
学現代人間学部紀要』2，2009年。安藤豊「勝部
真長道徳教育理論の検討：所謂『特設道徳教育論
争』で棚上げされた識見」『北海道教育大学紀要』
（教育科学編），63-2，2013年。また，下記の志村
の論文は，1958（昭和33）年の「道徳」の時間
の特設に対する教師の実践を考察するものである
が，愛知県安城市高棚小学校所蔵の『校内研究会
記録』を主史料として用い，教師の教育研究活動
に光をあてる論考である。教師が生活指導や生活
綴方の実践との関連のうえに道徳授業を構築し，
展開していったことが指摘されており，興味深い。
志村廣明「『道徳』の時間の特設をめぐる教員の
研究活動」『愛知県立芸術大学紀要』36，2007年。
11）本報告書の作成・執筆にあたっては，当時の里
浦小学校長の三原謙次氏（11代校長，1949［昭
和24］年７月 -1961［昭和36］年３月）をはじめ
とする15人の教師が「研究同人」として，とく
に中心的な役割を果たした。記載順に三原謙次，
河野清，宮浦ムメ子，稲室良子，細川龍繁，前田
佳月子，田渕浜子，米沢房子，出原絹子，中川文
子，乾武雄，米田民子，松田新一，榊原敏，田所
節代の各氏である。筆者はこの「研究同人」のひ
とりである細川龍繁氏と面談する機会を得ること
ができた（2005［平成17］年２月２日実施，於
里浦小学校）。細川氏はのちに里浦小学校長をつ
とめた（1976［昭和51］年度から1980［昭和55］
年度まで）。1968（昭和43）年，里浦小学校と里
浦南小学校を統合して発足した里浦小学校の３代
校長であった。なお，これまでの教育史演習授業
において受講者が本史料を選び，検討したことも
ある。その受講者は留学生（中国）であり，中国
の道徳教育との比較の関心からのものであった。
12）『本校道徳教育の歩み』の「まえがき」は，ジョ
ン・デューイの教育思想を引いて叙述されている
箇所があり，興味深い。「我々教師は愛する子ど
もとともにlearning by doingにlearning by thinking
せなければならない」（p.2）という文章がある。
また，第１章「道徳と道徳教育」の第２節「教育
の目的と道徳教育」においても「ヘルバルト以来，
教育の目的は，道徳的品性の陶冶をかかげてきた
のであって，デューイーも『品性の陶冶こそ学校
の教授と訓練の総合目標ないし包括的目的』と説
いているのであるから，教育の目的即道徳の目的
と考えてよい」（p.8）と述べられており，デュー
イの教育思想への関心がうかがわれる。両部分の
執筆者が「研究同人」のうちの誰かは，現在，特
定できない。もう少し述べれば，デューイの言葉
が引かれる「まえがき」において，つづいて「山
びこ学校」の一節として「いつも力を合わせてい
こう。かげでこそこそしないでいこう。いいこと
をすすんで実行しよう。働くことが一番すきな人
間になろう。なんでもなぜと考える人になろう。
いつでももっといい方法がないか探そう」（p.3）
という言葉も引かれており，留意される。戦後日
本におけるデューイの教育思想と生活綴方の関係
は，安倍の指摘するところであるが，里浦小学校
教師のうちにもデューイの教育思想と生活綴方の
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付記
　本研究における資料調査の実施にあたり，とくに
元里浦小学校長の桑村忠史氏に便宜を図っていただ
いた。また，細川龍繁氏には面談の機会を賜った。
記して謝意を表したい。
　なお，本稿の一部は，以前に「道徳教育の充実の
ための教員養成学部等との連携研究事業」（文部科
学省委託事業，鳴門教育大学，2005年）の成果の
一環として報告したことがある。本稿はこれを大幅
に修正・補筆し，構成も改めて新たに著すものであ
る。最初の報告は少し以前のこととなるが，小・中
学校における「道徳の時間」の「特別の教科」への
「格上げ」（道徳の教科化）という道徳教育に関する
政策が変わろうとする転換期に接し，過去の営為を
省察することはまったく無意味な作業ではないと考
え，ここに新稿を著した。いわゆる道徳の教科化を
「格上げ」というのは，中央教育審議会「道徳に係
る教育課程の改善等について」（答申）が2014（平
成26）年10月21日に発表され，文部科学省が学習
指導要領改定案を公表した当時，新聞報道でしばし
ば使われた表現である（たとえば，朝日新聞2014
年10月21日付，毎日新聞2014年10月22日付など）。
「特別の教科　道徳」の位置づけに対する社会の受
けとり方があらわれてもいる表現である。周知のよ
うに，新しい検定教科書にもとづく道徳の授業の開
始は，小学校は2018年度，中学校は2019年度から
予定されている。
